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　イケメンならぬ「イクメン」という言葉
をご存知ですか？子育てを楽しみ、自分自
身も成長しよう！と考えるカッコイイ男性の
ことを指す言葉で、度々マスコミなどでも
取り上げられるようになりました。男女共同
参画さわやかサロンではこの「イクメン」と、
家事を積極的にこなす男性「カジメン」に
注目し、写真展「イクメン・カジメン」を開催。
育児・家事に取り組む男性の生き生きとし
た姿の写真が、市民の皆さんから数多く寄
せられました。
　サロンでの展示は３月５日（土）で終了
ですが、市役所ギャラリーで３月２８日（月）
より再び展示予定です。家族とのあり方を
考える輝く男性たちの姿は、見ている私た
ちにも希望を与えてくれます。皆さんも是
非ギャラリーに足をお運びください。

　男女共同参画フォーラムを草加市文化会館で２月11日（金・祝日）に開催しました。

　市内在住の女性講談師 神田きらりさんの講談「山内一豊の妻」。茨城大学生涯学習教育研

究センター長谷川幸介先生の爆笑講演、そして、きらりさんと長谷川先生の対談。

　歴史上の夫婦の意外な側面、定年退職後男性は社会の変化の中でどう生きるのか、女性の

パワーと男性の積極的な関わり、人生はライブと二人の講師の熱い語りに会場が沸きました。

神田きらりさんの講談 ～山内一豊の妻～
　ちょっと緊張した顔つきで高座に上がったきらりさん。

　添乗員として働く中でお客さんとのよい関係作りに役立てたいと思い、話し方を学

びたくて聞いた講談に魅かれ、その日のうちに神田松鯉（しょうり）氏に弟子入り。 

　前座の時は、女を出すな、化粧はしちゃいけないと言われ、二ッ目に昇進してから

は、化粧ぐらいしてこいと言われ、女性らしさが求められる世界のギャップ。今回、

フォーラムをきっかけに、男女共同参画を学びこの矛盾を考えるようになりました。

　いよいよ講談「山内一豊の妻」。山内一豊と言えば、戦国時代の武将。やりくり上

手として有名な妻千代のおかげで名馬を手に入れることができた一豊。その馬が織

田信長の目にとまり、貧しい生活の中でも武士として大変立派な心がけと誉められた。その時、一豊は、妻

千代のおかげと言い、それが、内助の功の始まりとして語り継がれてきた話は皆様ご存知のとおり。

きらりさんと長谷川先生の対談より
長谷川   　きらりさんは、自分の思いを表現したくて講

談の世界に入ったのに、入った途端、化粧は

ダメ、何はこうと講談界のルールがあって、自

分を殺してからじゃないと自分を打ち出せな

かったと言ってたよね。

きらり   　これは男女年齢問わずだと思います。私の場

合、入門までの28年間に培ってきた常識や枠

組、家族の中での役割や位置をぶち壊す作業

を、修業の中で師匠から教わりました。

長谷川   　それは絶対必要、男女共同参画をやってい

る私たちは修業中かもしれない。頭の中で培

われてきた男らしさ女らしさを一度、壊してか

ら男と女の関わり方をつくっているところなん

だよね。ところで、女性講談師って何人くらい？

きらり   　全部で50名くらい。男女比は半々。60、70

代は男性がほとんど。若手は女性中心。だから

30年後には女性が多くなる。怒られても女性

はめげないんですが、男性は次の日来ないんで

すよ。

長谷川   　学生もそうだよ。これからの日本の講談界

は女性の力だね。今日の講談だけど、千代の

場面で涙が出た。これは面白かったから。面白

いは、違う世界、新しい白い面（おもて）が広

がるから。今日の講談も同じだと思った。

きらり   　私も講談しながら、一豊が信長の前で言わ

なくていい妻のことを、人生が左右されるよう

な重要な場面で言ったというのは、妻を対等の

パートナーとして認めていたんだと気付いたん

です。

長谷川   　確かにそうだよね。一豊の妻のイメージは

夫唱婦随のイメージだが、それだけじゃないっ

てことにきらりさんは気づいたんだ。すごいね。

長谷川幸介先生 ～しあわせへの近道～
　講談の世界となった時代や江戸時代の日本、ほとんどの人は男女同じよ

うに働いていた。男は仕事、女は家庭となっていったのは明治のころから

だが、とりわけ、戦後の高度成長期に手っ取り早く豊かになるために「男

は仕事・女は家庭」という役割分担を作ってしまった。これは、男だけで

なく男女が選択したこと。

　社会学で見るとこの世には、「職」と「役」二つの世界がある。職の世

界は、お金と物の男の世界。量で計り、比べる世界。役の世界は、深さで

計る家庭や地域の世界で比べられない世界。誰もが、この二つの世界を行き来するが、定年を迎えた男性

は戻るべき役の世界が見えなくなっている。もう一つ、この世界で人と人は、「血縁」「職縁」「地縁」「友縁」

の四つの縁でつながっている。役の世界の大切さに気づき、「縁」を育てることが幸せへの近道、そこに見

えるのは男女共同参画社会。

参加者の声（アンケートより）

男女共同参画フォーラム

～子育て、介護、定年退職…～
しあわせへの近道

　とても面白かったです。心も体も
ほぐされて、大切なお話がよく頭に
入りました。人生はライブ、必ず途
中で終わる・・・本当にそうですね。

　無縁社会という深刻な問
題も自分の問題と考えるこ
とができました。家に戻った
ら夫にも話してみたいです。

　毎日の生活の中であて
はまる事ばかり、生活の中
で思い出しながら取り入れ
ていきたいです。夫婦共々。
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束
縛
す
る
た
め
に
、
加
害
者

か
ら
一
方
的
に
行
わ
れ
る
行
為

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
D
V
に
は
一
定
の
サ
イ

ク
ル
が
あ
る
と
言
わ
れ
、「
蓄

積
期
」
に
お
い
て
は
内
面
に

ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
み
、
徐
々

に
緊
張
が
蓄
積
し
ま
す
。
そ

れ
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
「
爆

発
期
」
へ
進
み
、
暴
力
で
ス
ト

レ
ス
を
発
散
さ
せ
ま
す
。
し
ば

ら
く
す
る
と
「
オ
レ
が
悪
か
っ

た
！
二
度
と
し
な
い
」
と
優
し

く
見
せ
か
け
る
「
ハ
ネ
ム
ー
ン

期
」
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
ハ
ネ

ム
ー
ン
期
の
た
め
に
、
被
害
者

が
抜
け
出
し
づ
ら
く
な
る
よ

う
で
す
。

　

性
別
を
問
わ
ず
に
子
ど
も

の
頃
か
ら
家
庭
や
学
校
で
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
大
切
で
す
。

・ 

暴
力
を
用
い
な
い
、
言
葉
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り

・
男
女
平
等

・ 

相
手
を
尊
重
し
、
対
等
な
人

間
関
係
づ
く
り

　

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
Ｄ

Ｖ
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持

つ
こ
と
で
、
暴
力
の
な
い
社
会

と
安
全
な
人
間
関
係
の
土
壌

を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
は
暴
力
の

意
味
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹

介
し
ま
す
。
暴
力
と
い
う

と
、
一
般
的
に
は
「
殴
る
、
蹴

る
」
な
ど
の
身
体
的
暴
力
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
D
V
の

場
合
で
い
う
「
暴
力
」
に
は
、

大
き
く
わ
け
て
4
つ
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
体
に
危
害
を

加
え
る
「
身
体
的
暴
力
」、
精

神
的
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
続

け
る
「
精
神
的
暴
力
」、
相
手

が
望
ま
な
い
こ
と
を
強
要
す

る
「
性
的
暴
力
」、
金
銭
的
な

自
由
を
奪
う
「
経
済
的
暴
力
」

で
す
。
見
逃
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
は
、
被
害
者
を
支
配
・

相
談
を
受
け
付
け
る
「
女
性

の
生
き
方
な
ん
で
も
相
談
」や
、

法
律
問
題
を
専
門
的
に
扱
う

「
女
性
の
法
律
相
談
」
の
ほ
か
、

他
の
機
関
と
連
携
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
窓
口
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

（
参
照
）
内
閣
府
男
女
共
同
参

画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ケ
ー
ト
」（
平
成
21
年
度
調
査
）

で
は
、
D
V
の
経
験
や
相
談
状

況
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
質
問
に

対
し
て
、
被
害
の
経
験
が
あ

る
と
回
答
し
た
女
性
の
、
実
に

75
・
9
％
が
「
相
談
し
な
か
っ

た
、
で
き
な
か
っ
た
」
と
回
答

し
て
お
り
、
相
談
で
き
ず
に

困
っ
て
い
る
人
は
さ
ら
に
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
相

談
先
と
し
て
は
、「
友
人
・
知

人
」
が
75
・
0
％
で
最
も
多
く
、

「
家
族
・
親
戚
」
が
33
・
3
％

と
続
き
ま
す
。
直
接
自
分
が

D
V
被
害
を
受
け
て
い
な
く

て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
D
V
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
つ

こ
と
で
、
身
近
な
人
か
ら
相

談
を
受
け
た
場
合
に
適
切
な

サ
ポ
ー
ト
を
生
む
き
っ
か
け
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
で

は
、
女
性
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相

談
件
数
は
、
平
成
14
年
度
が

約
3
万
5
千
件
だ
っ
た
の
に

対
し
、
21
年
度
に
は
約
7
万

2
千
件
と
、
2
倍
以
上
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
男

女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す

る
調
査
（
平
成
20
年
）」
で
は
、

既
婚
女
性
の
33
・
2
％
が
「
配

偶
者
か
ら
何
ら
か
の
暴
力
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

　

草
加
市
に
も
同
じ
よ
う
な

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
平
成

21
年
1
月
〜
12
月
の
市
役
所

人
権
共
生
課
お
よ
び
「
女
性

の
生
き
方
な
ん
で
も
相
談
」
へ

の
相
談
が
１
３
５
件
だ
っ
た

の
に
対
し
て
、
22
年
1
月
〜

12
月
に
は
１
８
２
件
と
増
加

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
草

加
市
男
女
共
同
参
画
ア
ン

　

皆
さ
ん
は
、D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
い
う
言
葉
を
、テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
や
新
聞
で
見
た
り
、
身
近
な
人
か
ら
聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
D
V
と
は
、

親
し
い
男
女
間
の
暴
力
を
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
表
面
化
し
に
く
く
、
第
三
者
か
ら
の

適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
近
年
で
は
、「
デ
ー
ト
D
V
」
と
い

う
若
い
世
代
の
「
暴
力
」
も
、
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
草
加
市
内
に
お
い
て
も
、

平
成
22
年
は
１
８
２
件
も
の
D
V
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
切
な
人
を

D
V
の
被
害
者
や
加
害
者
に
し
な
い
た
め
に
、
ま
た
自
分
自
身
の
身
を
守
る
た
め
に
、
D
V

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
、
相
談
窓
口
な
ど
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
特
集
し
ま
し
た
。

　

D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
定
義
は
、

一
般
的
に
「
配
偶
者
や
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、
又

は
あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る

暴
力
」
で
す
。
ま
た
、
配
偶

者
暴
力
防
止
法
で
は
、
被
害

者
を
女
性
に
限
定
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
現
状
は
ほ
と
ん
ど
が

女
性
の
被
害
者
で
す
。

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、

人
権
を
侵
害
す
る
重
大
な
問

題
で
す
が
、
相
談
件
数
や
調

査
結
果
な
ど
か
ら
、
多
く
の

人
が
被
害
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
内
閣
府

に
よ
る
と
、
配
偶
者
暴
力
相

高
ま
る
D
V
へ
の
関
心

そ
の
現
状
と
対
策
は

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い

４
つ
の
暴
力

暴
力
を
防
止
す
る
た
め

に
は

平成18年度から“ＤＶ被害者支援講座”
を実施しています！！

特定非営利活動法人 みんなのまち草の根ネットの会（略称 草の根ネット）

ひとりで悩まないで！！困ったとき
の連絡相談はこちらへどうぞSO

S 学ぶ

絆
家族のきずな写真展

　草の根ネットは、男女共同参画社会づ
くりが基本理念です。平成18年度に「Ｄ
Ｖ被害者支援ボランティア育成講座」の
入門編でスタートし、4回目となる今年度
は、表のような相談育成につながる講座
を開催しました。「ＤＶ」を正しく理解して、
地域の中に一人でも多くの支援者を増や
すことを目的としています。
　平成22年度の出席者は延べ69名で、
学んだことを活かし、役立てたいという
声が届いていて、これからは講座を通し
て実践的な活動を展開していきたいと
思っています。

連絡先／草の根ネット事務局 
電話090-1129-5522 Ｆax048-942-4424
メールアドレス kusanone＠monet.co.jp

平成２２年度実施の講座内容
ＤＶ被害者支援ボランティア育成講座
～知って 気づいて なくしていこう～

第
１
回

①「ＤＶの基礎」
②「ビデオ考察・意見交換会」
元駒澤女子大学教授 平松千枝子氏

第
2
回

③「被害者の支援について」 
④「事例研修」
ＮＰＯ法人「女性ネットＳaya-Ｓaya」代表理事 松本和子氏

第
3
回

⑤「相談事業への対応」 
⑥「事例研修」実践
社会福祉士 三鬼和子氏

相談機関名 電話番号 受付時間等

ＤＶ相談ナビダイヤル ０５７０－０５５－２１０ 自動音声案内

女性の生き方なんでも相談
【草加市文化会館】

０４８－９３１－９３２５
内線５０

毎週木曜、第１土曜
１３：００～１７：００

配偶者暴力相談支援センター
【埼玉県婦人相談センターＤＶ
相談室】

０４８－８６３－６０６０

月～土曜
９：３０～２０：３０
日曜・祝日

９：３０～１７：００

Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ さいたま
電話相談 ０４８－６００－３８００ 月～土曜（第３木曜除く）

１０：００～２０：３０

草加市人権共生課 ０４８－９２２－０８２５ 月～金（休日除く）
８：３０～１７：１５

草加警察署生活安全課 ０４８－９４３－０１１０ 月～金（休日除く）
８：３０～１７：１５

100
00

◉望まない性行為の強要
◉避妊に協力しない

◉必要な生活費を渡さない
◉仕事を制限したり、金銭
　的な自由を与えない　
◉勝手に借金を重ねる

◉殴る・蹴る
◉物を投げつける
◉突き飛ばす
◉刃物を振りかざす

◉ 「誰のおかげで生活できる
　んだ！」「役立たず！」と
　暴言を吐く
◉ 交友関係や毎日の行動
　を細かく監視する
◉何を言っても無視する
◉脅す

身体的暴力

性的暴力

経済的な暴力精神的暴力

身体的暴力身体的暴力身体的暴力

性的暴力性的暴力性的暴力性的暴力

経済的な暴力経済的な暴力経済的な暴力経済的な暴力精神的暴力精神的暴力精神的暴力精神的暴力4つの

暴力
4つの

暴力
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大切な人を被害者・加害者にしないために！DV問題解決の第一歩は、一人ひとりの知識と勇気です！大切な人を被害者・加害者にしないために！DV問題解決の第一歩は、一人ひとりの知識と勇気です！

知ってますか？
草加市内で
年間182件
もの相談件数

※
人
に
よ
っ
て
は
、
親
子
間
の
暴
力
な
ど
の
「
家

庭
内
暴
力
」
も
含
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

「
D
V
」は
主
に
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
言
い
ま
す
。

　「カレが私のケータイを見せろってうるさいの」「いつもは優しいカレなのに、
気に入らないことがあるとすぐ怒りだすの・・・」
　恋人同士の間で起こる暴力「デートDV」には、身体的な暴力だけでなく、言
葉などによる精神的暴力や行動の制限、性的暴力や経済的暴力など様々な形が
あります。
　2008年の内閣府による調査では、女性の13.6%、男性の4.3 %が交際相手か
ら身体的暴行、心理的攻撃、性的強要を受けた経験があると回答しています。中
でも20代女性は21.3%が被害経験ありという結果に。意外と身近なDV被害、あ
なた自身や身の回りで思い当たること、ありませんか？

セルフチェックリスト
■ 怒鳴られたり、叩いたり蹴ったりされる
■ 意見を合わせないと怒られる
■ 金を払わされたり、貸した金を返してくれない
■ 携帯に出なかったり、返信をすぐにしないと怒られる
■ 行動を細かく報告させられる
■ 携帯を勝手に見られたり、メールを消されたりする
■ ウザイ・ダサイなど、見下した言い方をされる
■ 気が進まないことでも、断ることが出来ない
■ 相手が怒るのは自分のせいだと感じている
■ 心のどこかで相手に恐怖心を感じている
一つでもチェックが付けば被害者の可能性も。二人の関係、大丈夫ですか？

我
が
子
4
人
パ
ー
ト
Ⅱ　
　

（
花
栗　

桜
井
智
子
）

は
し
ゃ
ぐ
ヒ
孫
に
心
な
ご
む
瞬
間　
　

（
八
幡
町　

木
村
千
晴
）

「
よ
ろ
し
く
ね　

お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
よ
！！
」

（
金
明
町　

佐
藤
由
美
）

至
福
の
ひ
と
と
き　
　
　

（
栄
町　

加
藤
俊
昭
）

学ぶ

　男女共同参画さわやかサロンの「“家族の絆”
写真展」応募34点の中から、来場者の投票で選
ばれた４点の力作。家族の大切さ、一緒にいる幸
せが伝わってきます。

1
2
3
4
5
6
7

恋する　中高生も
知ってほしい！！

もしかして
被害者かも？

セルフチェックセセセセセセセセセセセセセセセセセセルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチルフチェェェェェェェェェッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククデートDVデデデデデデデデデートDVVVVVVVVVVVVデートDV

（注）5％未満数値：無回答(全体1.3 女性1.9)

（図表）「草加市男女共同参画アンケート（平成21年度調査）」p.60より、図1-44、図1-45を引用

23.7

22.2

16.7

75.0

75.9

83.3

相談した 相談しなかった
（できなかった）

無回答

全体(76)

女性(54)

男性(18)

単位:％（5％未満非表示）

女性(12)　男性(3)

8.3

0.0

0.0

0.0

8.3

0.0

33.3

66.7

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

75.0

33.3

0% 20% 40% 60% 80%

女性

男性

全体(18)

66.7

44.4

22.2

5.6

0.0

0.0

5.6

0.0

0% 20%40%60%80%
（複数回答）

相談の有無

相談先

友人・知人

家族や親戚

行政の相談窓口

警察

勤務先の相談窓口

民間の相談窓口

その他

無回答

友人・知人

家族や親戚

行政の相談窓口

警察

勤務先の相談窓口

民間の相談窓口

その他

無回答



「
そ
れ
い
ゆ
」第
61
号
で
募
集
し

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品
で
す
。

〜
男
の
本
音
〜

そ
れ
い
ゆ
川
柳

4

◉相談で感じることは？
　経済的な問題、子どもの問題、精神的不調
で来談し、話しを聞いていく中でＤＶの存在に
気づくこともある。夫からの支配や束縛がＤＶ
であると認識していない人が多い。
◉どんなアドバイスをするのですか？　
　アドバイスというよりは、本人の選択肢が広
がり、本人にとって一番良い選択ができるよう
お手伝いしたいと考えている。夫からのＤＶが
あっても、家庭生活を続けていかなければなら
ない事情があったり、離婚後の生活への不安
（住居、就職、子どもの学校等）があったりして、
すぐには家を出られない場合も多い。こうした
状況を理解した上で、本人の心の準備が整う
まで一緒に寄り添っていくよう心がけている。
◉ＤＶを受けた妻に対して思うことは？　
　家庭を守るどころか家族の気持ちを踏みにじ
る夫を抱えながら、仕事や家事、育児を続けて

いる妻は、想像を絶
する努力をしている。
暴力や暴言にも耐え、
それでも夫と一緒に
生活しているのは、
彼女が何よりも家庭
を大切に思っている
からなのだと感じる。相談の中で「自分は何も
できない」という言葉をよく耳にするが、実際
は能力の高い人が多い。どうか自尊心を取り戻
して、自分らしい生き方をして欲しい。
◉悩んでいる人へのメッセージを
　ＤＶは人間関係の病気である。「私が我慢す
れば何とかなる」というものではないので、ひと
りで悩まず、まずは相談して欲しい。相談する
ことで自分の状況を客観的に捉えることができ
るし、自分の人生を考える良いきっかけともなる。

※相談の予約は３ページをご覧ください。

女性の生き方なんでも相談　担当相談員

　
最
近
、
子
ど
も
を
虐
待
し

て
死
亡
さ
せ
た
り
、
怪
我
を

さ
せ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
目

に
す
る
。
片
や
、
私
の
身
近

に
は
子
宝
に
恵
ま
れ
ず
、
悩

ん
で
い
る
女
性
が
い
る
。
神

様
も
親
を
選
ん
で
、
子
ど
も

を
授
け
て
く
れ
れ
ば
い
い
の

に
と
思
っ
て
し
ま
う
。
幼
児

の
頃
、
親
に
虐
待
さ
れ
た
子

ど
も
の
心
の
傷
を
思
う
と
悲

し
く
て
、
心
が
萎
れ
て
し
ま

う
。
少
子
化
の
こ
の
頃
、
生

れ
て
く
る
す
べ
て
の
子
ど
も

が
、
周
り
の
大
人
か
ら
愛
さ

れ
て
育
っ
て
ほ
し
い
と
切
に

願
っ
て
い
る
。 

（
S
・
T
）

　「
も
っ
と
草
加
の

こ
と
が
知
り
た
い
」

と
思
い
、
編
集
委
員

に
参
加
し
ま
し
た
。

身
近
な
D
V
問
題
を

掘
り
下
げ
な
が
ら
、

市
に
は
交
流
の
場
や

相
談
窓
口
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
活
用
し

な
け
れ
ば
も
っ
た
い

な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
編
集
作
業
で
ご

一
緒
し
た
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

 

（
N
・
O
）

　
自
分
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
。
こ
れ
を
学
ぶ

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の

が
「
男
女
共
同
参
画
」
で
し
た
。

社
会
通
念
上
、
い
ま
だ
男
尊
女

卑
が
根
底
に
あ
る
現
代
に
「
こ

れ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
く

な
い
？
」
と
疑
問
符
を
投
げ
か

け
た
い
・
・
・
。「
男
性
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
」「
女
性
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
」
そ
れ
ら
を
お
互

い
に
尊
重
し
て
、
足
り
な
い
部

分
へ
は
力
を
貸
し
、
共
に
生
き

て
い
く
。「
そ
れ
い
ゆ
」
を
通
し

て
、
そ
ん
な
心
の
芽
生
え
を
応

援
で
き
た
こ
と
に
・
・
・
感
謝
。

 

（
N
・
T
）

　旅が好き、写真が好き、海外旅行で撮り貯めた写真を“さわやかサロン”の「写真展」に出展し、

皆さんに見ていただく機会を与えてもらい、来場者から、いろいろな感想を聞くことができる。懸

命に力強く生きる姿、人と人との絆の大切さなど、特に発展途上国の写真は反響が大きい。この旅

の思い出は55冊の旅行記にまとめているが、こちらも関心を持ってくれる人がいてうれしい。

　「わたしの“ほんね”作品展」では、川柳や短文で気持ち表し、“ほんね”をつぶやいている。男
女平等のテーマの作品を作った時は、改めて妻への感謝の気持ちを再認識し、お互い支えあってい

かなければとつくづく思った。 （吉田　俊雄）

　44年前、森村桂さんに出会い、自慢のバナナケーキの作り方を教わる。昨年アリスの丘を訪れ写真の彼女と再会。

　彼女の本を探しに“さわやかサロン”を訪れた。ここで「わたしの“ほんね”作品展」を知り、早速応募。展示
された自分の文章を前に、額に汗がじっとり。心はうれしさと小さな自信が湧き、次回への意欲につながった。

　ビデオ鑑賞会で荻野吟子さんの生涯を知り、勇気と感動をもらった。

　ほっとできるサロン。ついつい足が向いてしまう私。 （佐瀬　登美江）

「男女共同参画さわやかサロン」 
出かけてみませんか？

場　　所　草加市文化会館2階　図書資料室
利用時間　平日と第１土曜　午前９時～午後５時
連 絡 先　048-931-9325内50

　男女共同参画社会の実現を目指す
ための活動・交流・情報発信の拠点。
どなたでも利用できます。

　人間関係や仕事、家庭生活など、女性の悩みならどんなことでも
相談できる「女性の生き方なんでも相談」。相談員の小林麻子先生に
編集協力員がインタビュー。

イベントについて
　今年度も各種のイベン
トを開催し、多くの方が来
場されました。
★23年度イベントの予定
「わたしの“ほんね”作
品展パート５」「親子料理
教室」「ビデオ＆トーク」
「写真展」「学習会」

臨床心理士 小林麻子先生

次
号
の
作
品（
川
柳
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集

テ
ー
マ
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私
の
大
当
た
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住
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、
氏
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、
電
話
番
号
、
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
、
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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大
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定
年
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っ
て
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妻
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退
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金
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男
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言
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ら
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更
年
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崎
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博
行

❖ 

定
年
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居
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探
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職
探
し
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塚
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又
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建
二

❖ 

一
人
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愚
痴
と
欠
伸
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溜
息
と

 

谷
塚
町 

小
堺　

二
六

　人間関係や仕事、家庭生活など、女性の悩みならどんなことでも
相談できる「女性の生き方なんでも相談」。相談員の小林麻子先生に

小林麻子先生インタビュー

「男女共同参画さわやかサロン」 
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